
 

部門 No.  研 究 課 題 新 継
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年度

終
了
年
度

担当者  試  験　研　究 の 概  要
ダイナミックや
まなし総合計

画

1
カラマツコンテナ苗の生産手
法の確立

継 26 29 西川浩己
　造林コストの軽減に貢献できると期待されているコンテナ苗において、本県の主要
造林樹種の1つでありながら、試験研究の先行事例が少ないカラマツを取り上げ、コ
ンテナ苗の効率的な育苗手法についての技術開発を行う。

健全で豊かな
森林づくりの
推進

2
希少植物等の遺伝資源の増
殖・保存技術の確立

継 26 30 西川浩己

　レッドデータブックに記載されている本県に固有な希少植物種、観光資源として有
用な種などの保護・増殖を図ることを目的とし、バイテク技術を用いて効率的なクロー
ン個体等の増殖・保存技術の開発を行う。

自然環境保全
に向けた取り
組みの推進

3
短木を利用したきのこ省力化
栽培技術の確立

継 28 30 戸沢一宏
　発生までの期間が短く、原木も軽い短木栽培による栽培法を確立することにより、
省力化・多品種化をめざし、きのこ栽培への参入を容易にすることを目的として、本
研究を行う。

特用林産物の
産地化の推進

4
施業林の追跡調査と広葉樹
の種特性解明に基づく広葉
樹林施業技術指針の作成

継 27 31 長池卓男
　森林環境税創設等により、広葉樹林化推進への要望が高まっている。そこで、施業
地のモニタリング調査、技術指針の基礎となる種特性の検証等に基づき、より精度の
高い技術指針作成を目的として本試験研究を実施する。

健全で豊かな
森林づくりの
推進

5
混交・複層状態の人工林に
おける間伐指針の検討

新 29 32 長池卓男

　 県内の人工林における林分密度管理は、主に収量比数を判断材料として実施され
ている。混交・複層状態の人工林の間伐においては収量比数の適用が困難であるた
め、その対応が求められている。そこで、混交・複層状態の人工林において適用しう
る林分密度の混み方の指標を明らかにし、それを用いた間伐指針を検討する。

健全で豊かな
森林づくりの
推進

6
ニホンジカに関するモニタリ
ングの効率化・高精度化に
関する研究

継 27 30
長池卓男

　本県で増加しつつあるニホンジカに対する対策が進められているが、対策の効果を
検証するためには、ニホンジカ密度やニホンジカによる植物の摂食状況のモニタリン
グは必要不可欠である。そこで、予算の大幅な増加を伴わずにニホンジカに関する
モニタリングを効率化及び高精度化する手法を検討することを目的として本研究を実
施する。

野生鳥獣の適
切な管理の推
進

7
造林地侵入防止柵を活用し
たニホンジカ捕獲の効率化
に関する研究

新 29 32 長池卓男
大地純平

　近年個体数が増加しているニホンジカを効率的に捕獲するため、造林地に多数設
置されている既存の防鹿柵を活用してニホンジカを捕獲する方法を開発する。柵内
に誘引し閉じ込める方法と柵の周縁部で捕獲する方法について、柵の資材の違い
（鋼鉄製またはネット製）も考慮して開発する。

野生鳥獣の適
切な管理の推
進

8
持続的な生態的森林管理に
おける希少種管理支援ツー
ルの開発

継 25 29
長池卓男
大津千晶
大澤正嗣

　希少種の同定や発見およびその管理に活用できる支援ツールを開発し、新たな森
林管理へ貢献する。そのために、特に人工林に生息・生育する代表的な希少種を抽
出し、その分布を把握し、現場レベルで把握・評価できる調査手法を開発する。

自然環境保全
に向けた取り
組みの推進

9

森林公園や別荘地における
保健休養機能の向上に資す
る森林整備に関する研究

継 27 29
長池卓男
大津千晶

　県内に点在し、多くの利用者がある森林公園や別荘地では、森林空間の安全性の
確保、保健休養機能を十分に発揮する管理が求められている。そこで、既存研究や
他の施設での管理、また利用者の好ましさや満足度などを把握することにより、保健
休養機能の向上に資する森林整備に関するガイドラインの素案を作成することを目
的として本研究を実施する。

森林観光・レ
クリエーション
利用の推進

10
育林省力化のための低コス
ト下刈り方法の開発

継 27 31 大地純平
　育林経費に大きな割合を占める下刈りの省力に関する試験研究事例は少ない。そ
こで、造林木の成長を大きく損なわず、低コストで実施可能な下刈りの省力指針を提
供することを目的として本試験研究を実施する。

健全で豊かな
森林づくりの
推進

11
山梨県産スギ平角材の強度
性能評価

継 27 29 本多琢己

　スギ人工林の高齢級化に伴い、供給が増加すると予想されている中径材は、平角
材に製材することで効率的な製材生産が可能となる。ここで、構造用製材では、性能
表示を行うため等級区分を行う必要がある。そこで、県産スギ平角材について材質調
査及び各種強度試験を行い、梁・桁材として利用するための強度性能データを整備し
信頼性の高い等級区分の方法を明らかにする。

県産材需要拡
大の推進

12
山梨県産スギ材を利用した
CLTの基礎的製造技術の確
立

継 28 30 三枝茂
　ダイナミックやまなし総合計画においては、県産材を利用したCLT工法の建築物へ
の普及による県産材の需要拡大を目指している。そこで、CLT製造に関する技術支
援体制を早急に整えることを目的とし本研究を実施する。

CLT工法等新
技術の導入

13
木材乾燥における高温処理
条件の検討

新 29 31 小澤雅之

　本県の南西部に位置する富士川地域は温暖で雨が多くスギの生育に適している。
スギは生材の含水率が高く、乾燥が難しい材料である。そこで①内部割れがあっても
材面割れが少ない場合の乾燥方法②材面割れがあっても内部割れが少ない場合の
乾燥方法を検討し、目的に応じた乾燥条件の設定を行いやすくする。

県産材需要拡
大の推進

14
現場ニーズに対応した新た
な森林GIS基盤データ・主題
図の作成手法開発

継 27 29 大地純平

　平成26年度より改訂版山梨県森林GIS「山梨県森林情報管理システム」（以下「山
梨県森林GIS 」）の運用が開始された。ここで、今後の課題となってくるのが、現場
ニーズに合わせた現地データ反映と基盤データ・主題図の作成、更新である。そこ
で、山梨県森林GISの既存データ群、新規更新データに加え、公的機関の公開データ
等を利用し現場ニーズに対応可能な、新たな基盤データ・主題図作成手法を開発す
ることを目的として本研究を実施する。

森林資源の多
面的利活用シ
ステムの構築
に向けた取り
組みの推進

15
一貫作業システム導入に向
けた段階的試験研究 -ヒノキ
コンテナ苗植栽試験-

新 29 31 大地純平

  ヒノキコンテナ苗を利用した一貫作業システムの構築には、ヒノキコンテナ苗の特
徴、植栽地各地での活着・成長特性を考慮する必要があるが、本県ではヒノキコンテ
ナ苗を植栽した事例がない。そこで、県各管内の中傾斜地に20ｍ×20ｍの小プロット
4つを1セットとした大プロットを設置、実際にヒノキコンテナ苗を植栽して活着条件およ
びその成長について調査を行う。

森林資源の多
面的利活用シ
ステムの構築
に向けた取り
組みの推進

16
未利用材の安定供給化によ
るバイオマスエネルギーの利
用促進

新 29 31 小澤雅之

　伐採等で発生した林地未利用材のバイオマスエネルギー源としての利用があまり
増加していない。その原因として具体的な収集・搬出、チップ化や乾燥法など、伐採
地から需要先までの一貫したシステムの不明確さが挙げられる。
そこで、伐採時に生じた未利用材の保管から搬出に至る方法、ボイラに適したチップ
化法や乾燥法、製造チップの保管等を実証し、未利用材チップの適正な生産・流通・
利用体制の整備と高品質化に向けた検討を行う。

木質バイオマ
ス利活用の推
進

森林総合研究所　平成２９年度実施 研究テーマの概要　　　　　

予　算
区　分

生産科

環境科

資源
利用科

一般枠



部門 No.  研 究 課 題 新 継
開始
年度

終
了
年
度

担当者  試  験　研　究 の 概  要
ダイナミックや
まなし総合計

画

予　算
区　分

生産科 17

山梨県産カラマツ構造材の
強度特性に関する研究 ー地
域別のカラマツの林分構造と
材質特性の解明ー

新 29 30

三枝　茂
西川浩己
大地純平
大澤正嗣

  山梨県内のカラマツの主要産地８カ所に試験区（20m×20m）を設定し、立地環境調
査・毎木調査（人力、UAV）、病害調査を行い、林分を構成する林木の特性表を作成
する。各試験区から平均胸高直径の立木５本を選定し、集成材及びCLTラミナに製材
し、カラマツ材の強度及び材質特性を調査する。最終的に県産カラマツ特性表の作
成を行い、県産カラマツ材の有利な販売に役立てる。

県産材需要拡
大の推進

生産科 18
薬用植物の種苗生産方法の
確立に関する研究

新 29 31 戸沢一宏
　薬用植物は種苗が入手が困難な場合が多く、薬用植物栽培の障害となっている。
そこで薬用植物の種苗を効率的に生産できるよう、種苗生産の方法を確立を目指
す。なお、本研究は、県総合農業技術センター及び衛生環境研究所と共同で行う。

薬草等新たな
特産物の発掘
と産地化

資源
利用科

19
富士山登山の安全確保に関
する研究

継 28 30
（吉本充宏）
大地純平

　世界遺産となった富士山では、落雷、落石、噴火発生時の噴石や火山弾等による
人的被害を想定した富士山登山者の安全確保が求められている。本研究では、「登
山道の安全確保」、「山小屋の安全確保」、「登山者への情報発信と普及啓発」を総
合的に行う研究開発を行い、登山者の安全確保を目的とする。

富士山の火山
活動と防災対
策に関する研
究の推進

20 松くい虫発生予察事業 継
S
61

大澤正嗣
　県内における松くい虫被害の原因となるマツノマダラカミキリの発生消長を調査し、
マツノマダラカミキリに対する防除適期を年ごとに把握する。

健全で豊かな
森林づくりの
推進

21

高標高地域における松くい
虫被害の予防、駆除を効果
的にするための基礎データ
の収集

継 27 29 大澤正嗣

　松くい虫は、より高標高へと広がりつつあり、これらの地域での今後の被害増加が
懸念される。髙標高における松くい虫被害対策方法を改善するため、発生予察およ
び被害の発生生態調査を行う。また、高標高における松くい虫に類似したモミ類の被
害の原因解明を行う。

健全で豊かな
森林づくりの
推進

22
カシノナガキクイムシ生息状
況モニタリング

継 24 　 大澤正嗣
　カシノナガキクイムシの県内における潜在的な生息状況と、周辺県等からの飛び込
みの状況について調査する。

健全で豊かな
森林づくりの
推進

23 県有林モニタリング事業 継 19 38

長池卓男
大澤正嗣
田中 格
柴田 尚

　全県下に調査地４地点を設け、昆虫多様性、菌類多様性、植物多様性、水質状
況、炭素固定量の可能な項目について、伐採が周辺林分に及ぼす影響を中心にモ
ニタリングする。

健全で豊かな
森林づくりの
推進

24
FSC森林管理認証における
薬剤使用禁止への代替策に
関する調査

継 28 32
長池卓男
大澤正嗣

　FSC森林管理認証により県有林内で使用できる薬剤に制限がある。シカへの忌避
剤と松くい虫の防除薬剤が新たに使用禁止となった。この禁止薬剤に変わる防除方
法を検討する。

健全で豊かな
森林づくりの
推進

森林
環境
総務
課

25 森林環境税モニタリング調査 継 25  
長池卓男
大津千晶

　山梨県では、平成24年4月から「森林環境税」を導入し、公益的機能が発揮される
森づくりを進めている。森林環境税により実施される事業の中で、荒廃した民有林の
間伐を進め、針葉樹と広葉樹の混じり合った森林に再生する荒廃森林再生事業が実
施された箇所について、その効果を検証することを目的に調査を行う。

健全で豊かな
森林づくりの
推進

山梨
県道
路公
社

26
富士スバルライン沿線緑化
試験

継
S
43

長池卓男
  富士山という特別な地域の中を通る道路である富士スバルラインの沿線の植生の
遷移、修景緑化の方法、更新の状況等を調査する。

森林の観光・
リクリエーショ
ン利用の促進

生産科 27
害虫ヤノナミガタチビタマム
シの環境を利用した被害軽
減

継 25 29 大澤正嗣

　ケヤキの害虫、ヤノナミガタチビタマムシの被害軽減を目的とし、本研究を実施す
る。7月、8月に降水量が多いと、早期落葉中の本害虫の幼虫が死亡することが判っ
てきた。そこで、その原因を室内実験、野外調査で検証し、この時期に雨が多いと発
生頭数が減少するメカニズムを明らかにする。その結果から本害虫への対策を検討
する。

健全で豊かな
森林づくりの
推進

環境科 28
気候変動下での樹木分布移
動に及ぼす人工林とニホン
ジカの影響の解明

継 28 31
長池卓男
大地純平

　気候変動の適応策の考案するために、人工林の植栽樹種の拡大、人工林の植栽
樹種やニホンジカの摂食による樹木の分布移動の制限を明らかにし、気候変動適応
策としての人工林とニホンジカの管理への提案を行う。

野生鳥獣の適
切な管理の推
進

29
カラマツ種苗の安定供給の
ための技術開発

継 28 30
西川浩己
大澤正嗣

　木材として利用可能な時期を迎えつつある県内のカラマツ人工林について、今後、
県産材として活用及び持続的森林経営の推進を図るため、伐採後の再造林を確実と
する安定的な種子の確保と苗木生産量の増産技術の検討を目的とする。

健全で豊かな
森林づくりの
推進

30
高級菌根性きのこ栽培技術
の開発

新 29 31
大澤正嗣
柴田 尚

　経済的価値の高い特用林産物のトリュフの人工栽培技術は森林域に新たな経済的
な価値を生むため、その開発に向けた取り組みを行う。

特用林産物の
産地化の推進
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